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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2018年3月28日*）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2018年3月28日*）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2018年3月29日*）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

米中貿易戦争懸念に端を発した海外株式市場の下落が落ち着
いたことから、週初のインド株式市場は銀行株を中心に上昇しま
した。また、2018/19年度前半の国債発行額が事前の予想より
少額だったことなどが好感されて銀行株が上昇し、27日も堅調と
なりました。その後は29、30日の連休を控えて利益確定の売り
が見られましたが、週間では上昇となりました。

26日の取引時間終了後に発表された2018/19年度前半の国債
発行額が事前の予想より少額だったことに加えて、政府が各年
限の発行予定額を調整する決定をしたことが好感されて、10年
国債利回りは急低下（価格は上昇）しました。

ルピーは、米中貿易戦争懸念が和らいだことから対米ドルで反
発する動きが見られましたが、インドの2月の物品・サービス
（GST）税収が前月より減少したことが嫌気され、対米ドルでは
小幅下落となりました。しかし、円が対米ドルで下落したことか
ら、対円では上昇しました。

（対象期間：2018/3/26～3/30）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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2018/03/23 2018/03/28* 変化率

32,596.54 32,968.68 +1.14%

2018/03/23 2018/03/28* 変化幅

7.557 7.399 -0.158

2018/03/23 2018/03/29* 変化率

1.615 1.639 +1.54%
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*3月29、30日は祝日のため休場

*3月29、30日は祝日のため休場

*3月30日はインドと米国が休場のため、Bloombergの価格提供なし


